
ま す ま す 高 ま る
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【行政区】 

 １世帯当たり人員が最も多いのは東区で 2.42人、最も少ないのは北区で 1.97人  

一般世帯を行政区別にみると、北区が 154,998 世帯で市全体の世帯数の 47.3％を占めている。

次に南区の 69,170 世帯、中区の 65,426世帯、東区の 37,392世帯となっている。 

１世帯当たり人員では、最も多いのが東区で 1世帯当たり 2.42人、最も少ないのが北区の 1世

帯当たり 1.97人となっている。【表 15】 

表 15 行政区別世帯数、世帯人員及び１世帯当たり人員 －岡山市、行政区(令和２年) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 北区、中区、南区では１人世帯が最も多く、東区では世帯員２人の世帯が最も多い  

一般世帯数について、世帯人員別にみると、市全体では世帯員１人の世帯が 41.1％と最も多く、

次いで２人の世帯(26.1％)、３人の世帯(15.7％)、４人の世帯(11.9％)となっている。 

これを行政区別にみると、北区では最も割合が高いのは世帯員１人の世帯で、49.8％と半数近

くを占め、中区及び南区でも世帯員１人の世帯の割合(中区 37.0％、南区 31.7％)が最も高いが、
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【行政区】 

 １世帯当たり人員が最も多いのは東区で 2.42人、最も少ないのは北区で 1.97人  

一般世帯を行政区別にみると、北区が 154,998 世帯で市全体の世帯数の 47.3％を占めている。

次に南区の 69,170 世帯、中区の 65,426世帯、東区の 37,392世帯となっている。 

１世帯当たり人員では、最も多いのが東区で 1世帯当たり 2.42人、最も少ないのが北区の 1世

帯当たり 1.97人となっている。【表 15】 

表 15 行政区別世帯数、世帯人員及び１世帯当たり人員 －岡山市、行政区(令和２年) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 北区、中区、南区では１人世帯が最も多く、東区では世帯員２人の世帯が最も多い  

一般世帯数について、世帯人員別にみると、市全体では世帯員１人の世帯が 41.1％と最も多く、

次いで２人の世帯(26.1％)、３人の世帯(15.7％)、４人の世帯(11.9％)となっている。 

これを行政区別にみると、北区では最も割合が高いのは世帯員１人の世帯で、49.8％と半数近

くを占め、中区及び南区でも世帯員１人の世帯の割合(中区 37.0％、南区 31.7％)が最も高いが、

東区では、世帯員２人の世帯の割合(30.7％)が最も高くなっている。【図 10,表 16】 

 

図 10 行政区、世帯人員別一般世帯数の割合 －岡山市、行政区(令和２年) 
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岡山市 327,620 724,691 326,986 706,671 2.16 634 18,020

　北区 155,323 314,523 154,998 305,762 1.97 325 8,761

　中区 65,547 149,232 65,426 146,110 2.23 121 3,122

　東区 37,471 93,108 37,392 90,422 2.42 79 2,686

　南区 69,279 167,828 69,170 164,377 2.38 109 3,451
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岡山市の中でも北区はよりこの傾向が強く、他

の区と比較しても圧倒的に単身世帯が多くなっ

ており、ほぼ半数を占めています。これは都心部

に勤務する若年サラリーマンやOLが多いこと

を表しています。

出典 ： 岡山市「令和2年度国勢調査」より

高まる単身者・2人世帯のニーズに対して、
2000年以降の過去24年間で201棟の供給。

その内コンパクトレジデンスのみの物件は1棟のみ。
コンパクトレジデンスは今後の需要が高く資産価値向上にも期待できます！

結論！

 

※2000 年以降の「24 年間」で「201 棟」（本件を除く）の供給で、そのうちコンパクトレジデンス（平均面積 50 ㎡台未満）は「1 棟」のみ。
　（2024 年 10 月現在：株式会社新東通信調べ）


